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北上川水系（下流）、鳴瀬川水系の
渇水情報連絡会（第３回）を開催しました

～かんがい用水需要期を乗り切る。関係機関による渇水対応の継続を確認～

● 仙台管区気象台発表によると今後９月初めまでは降雨が少ない状況が続く予報であ
ることから、８月２７日（月）に渇水情報連絡会（第３回）を開催しました。

● 連絡会では、各機関から河川状況・ダム貯水状況・取水状況・節水の取組について
の報告がされ、農業用水利水者からは、各機関の連携した渇水対応により「穂ばらみ
期～出穂期をなんとか乗り切れる」との報告がありました。

そのほか重大な取水障害及び河川環境への著しい悪影響は報告されませんでした。

● 一部水稲では晩期栽培品種への用水が９月上旬まで見込まれること、また引き続き
上水・発電・工業用水の取水も必要であることから、今後もしばらく河川管理者、ダ
ム管理者、利水者等が連携して渇水に対応していくことを確認しました。

【渇水情報連絡会の内容】
①今後の見込み

●管区気象台 ○台風１５号によるまとまった降雨は期待できず、９月初めまでは降雨が少ない状
況が続く。

●ダム管理者 ○まとまった降雨が見込めないため、貯水率の低いダムにおいては今後も低い状
況が続く見込み。

●利水者 ○農業用水では、出穂期並の多くの水は必要ではないが一部晩期栽培品種への
用水が９月上旬まで見込まれる。

○上水・発電・工業用水も取水継続。

②連絡会としての確認事項
●鳴子ダム（国）及び岩堂沢ダム（県）関係

○８月２７日午後５時以降は、鳴子ダム放流量を４．５㎥／ｓ、岩堂沢ダム４．５㎥／ｓとし、８月３１
日午前１０時までは、かんがい用水のため放流する。
○８月３１日午前１０時以降、鳴子ダム・岩堂沢ダムは、河川環境を維持する流量相当分を放流

し、貯水位の回復に努める。
●上記①の今後見込まれる状況に対応するため、今後も引き続き、河川管理者、ダム管理者、利水
者等が連携して今回の渇水状況に対応していくことを連絡会として確認した。
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専門職 浅野 隆郎（内線 ５１１）




